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「生涯学習」 この人に聞く   その② 

～ 子ども支援楽習ネット 黒森健一さん ～

今回は市内の小学校を中心に「子どもの算数学習サポ

ート」に取り組んでいる「子ども支援楽習ネット」の黒

森健一さんに伺いました。 

- 子どもに算数を教える活動のきっかけは 

5年ほど前にNPO・ボランティアセンターで地域デビュ

ー講座があったのですが、そこで地域での子ども支援の

重要性について考えさせられました。その時の講師がた

またま勤務先の先輩だったということもあり、一念発起

してやってみようと思ったのです。 

- 実際にはどこから何をスタートしたのですか 

地域デビューもいろいろな分野があります。大学では

物理を専攻したので、最初は中学校の理科実験サポート

を考えていたのですが、実際には算数と言うことになり

ました。ただ、いきなり小学校に行って、算数学習をサ

ポートしたいと言っても、こちらの意図を正確には理解

してもらえません。そこで住吉小を訪ね、放課後子ども

教室の一部として協働させてもらうことにしました。ま

ずはシニア世代の仲間を数人集めてボランティアを始め

ました。」 

- 実際に始めてみて反応は如何でしたか  

最初は高学年対象と目論んでいたのですが、実際来て

くれるのは低学年の子が多かったですね。10人位が適当

な人数だろうと思っていましたが、20人も来るときがあ

りました。しかし、子ども達と算数を楽しめることが、

とても新鮮で嬉しかったです。 

- 楽習ネットとして目指していることは 

 現在は、平均 10 人前後の参加ですが、学年別に分け

て60分の学習をしています。参加は自由なので、子ども

達は入れ替わりで来ています。算数（数学）の学習は、

階段の一段目がクリアできないと、次の段に昇ることが

難しくなり、高学年や中学校で“分からない嫌いな教科”

になりやすいとも言えます。そこで教材をやさしくした

り、興味を引くように工夫して、とにかく学習が楽しく

面白く感じられるよう、分かれば算数は難しくないと理

解してもらえるよう努めています。 

- 社会貢献として素晴らしい地域デビューです
ね 

ただ、学校側の立場、PTA からの声、子どもの見守り

を期待する親の声など、学校という場での学習サポート 

はいろいろと神経を使わねばならないこともあります。

楽習ネットとしては学校教育と家庭教育のつなぎ役とし

て一役を担えればと考えています。 

- 教えるということの意義については 

教えるということは、子どもが理解出来るよう、いろ

いろと工夫し準備をしていかなければなりません。つま

り教えるということは学ぶことだと実感しました。また、

こちらが教えているつもりでも、全く大人が思いつかな

いような発想で物事を鋭く捉えている子もいて、驚かさ

れることもあります。子ども達の自由な発想は、大人に

とっても思いがけない発見にもなっています。 

- 学習と居場所づくりが定着すると良いですね 

学習サポートといっても、いきなり、難しい勉強から

始めるのではなく、子ども達の心をほぐしてから、安心

して楽しく学べるように気分が乗ったところからのスタ

ートを心がけています。ですから『楽しく習う』と名づ

けたのです。普段の授業の学習と異なる雰囲気と教材で、

子ども達にとって、楽しく学ぶ場所にしたいと思ってい

ます。異なるクラス・学年の子ども同士、親や先生とは

違う大人（「おじさん先生」や「おばさん先生」）との交

流も深まり、相互の絆も強くなります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 黒森さんにとって生涯学習とは  

退職した後で、今までの知識や経験をそのまま埋もれ

させるのはもったいないと思います。それを地域で活か

すことは、言わば社会への恩返しのつもりです。わたし

は子どもが好きなので、子どもの成長を支援する地域貢

献の一助と考えています。 

- ありがとうございました。今後のご活躍を期
待します 

※子ども支援楽習ネットへの問い合わせは下記宛 

                  Tel/fax 042-367-0541 
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ふちゅう東西南北 府中の花火が世界をめぐる 
府中市押立町は、市の東南端に位置し、真ん中を中央

高速が走り、南には多摩川が流れています。対岸は稲城

市押立、通称“向こう押立”と呼ばれる地域です。両岸

に押立があるのは、慶長元年（1596年）の多摩川の大洪

水で村が分断されたためです。 

今回紹介するのは、押立町で永年花火の伝統技術を受

け継ぎ発展させている元祖（株）丸玉屋小勝煙火店です。 

 丸玉屋さんは、代々“火術師”として伝えられた技を

もって、江戸時代末期より観賞用花火の製造を始め、元

治元年（1864年）小勝島五郎の代に丸玉屋と号して、押

立の地に創業しました。今年が創業 150 年になります。

明治・大正・昭和・平成の時代の変遷と共に、事業の拡

大を図ってきました。 

 第二次世界大戦の勃発により、恒例の両国川開きの花

火大会が、昭和 12 年（1937 年）に中止となりました。

昭和 22 年（1947 年）、新憲法発布記念の花火大会を皇

居前広場で実施し、丸玉屋さんが戦後初の大花火を打ち

上げ、更に同年、伝統ある両国川開きの花火大会を当時

のGHQより直接の許可をもらって単独で打ち上げ、戦

後の日本花火の再開の基礎を築きました。 

その後、いちはやく、日本の花火の技術である丸玉（割

物）を海外に紹介し、その優秀性が認められ、広く世界

へ伝統花火の輸出を始めました。 

以来、海外 47 か国で 200 回以上の花火を披露、日本

伝統文化を紹介してきました。1985年にカナダ・モント

リオールで開かれ、世界 8か国が参加した第一回花火コ

ンクールで優勝しました。その美しさのみならず、緻密

な演出により、日本の花火が大好評を博し、以降、さま

ざまなフェスティバル、独立祭、博覧会や競技会などの

各種イベントで打ち上げられました。 

現在、都市部での環境の変化により、丸玉屋さんは製

造工場を茨城県下妻市、山梨県甲州市塩山に移転し、熟

錬の技術者約40名が開発を重ねて創作に励んでいます。

その技術の伝承を習得するため、若い職人が早くて 5年

又はそれ以上の年月をかけて後継の道に努めています。 

国内では、有名な隅田川花火大会や伊勢神宮奉納花火

大会など、また府中市近辺では、毎年、東京競馬場、多

摩川競艇場、多摩川、狛江等の花火大会に参加していま

す。さらに、花火の技術を競う、大曲、土浦などの主要

な花火競技会で毎回上位入賞の実績を挙げています。 

 皆さんがよく目にしている打ち上げ花火は、割物と言

われ、技術性が高く日本の伝統的な技術を生かして作ら 

れています。世界との違いを見せつ

けたのは球型の花火で、二寸玉（２

号玉、直径約 6 ㎝）から三尺玉（30

号玉、直径約 90 ㎝）、までよく見る

ことと思います。玉皮は厚く上空で

破裂した時、抵抗も大きく、星は球 

形に四方八方に飛び散ります。変芯菊、型物などと呼ば

れる複雑な形式の花火もあります。華麗な演出効果で迫

力ある美しさを見せる‟スターマイン“は、数百本の筒を

並べ連続して打ち上げられます。色彩の選択や発射のタ

イミングなどが自由に調節できるため、緻密な演出で変

化に富んだ花火が楽しめます。                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現社長の小勝一弘さんは４代目ですが、すでに後継と

なるべき若き 5代目、小勝康平さんが押立の本社で社業

に活躍中です。花火一筋に歩み、勘と経験と夢を持って、

すべて手作り作業により一発一発作られる花火、一歩一

歩着実に前進する“MARUTAMAYA”は日本の花火を

代表する会社として、今後も世界の夜空を楽しませてく

れることでしょう。           （記・渡辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尺玉とその断面図 

編集後記 

 市長インタビューには、編集部5名が緊張しな

がら参加しましたが、市長は大変アットホームな

雰囲気で質問に答えてくれました。最近、府中市

でも、増える「空き家」や減りつづける「農地」

が問題になっています。なんとか「市民協働」で

有効な活用が出来ないか、フランクな意見交換が

できました。 

今号は、「子ども支援楽習ネット」の黒森健一

さん、「丸玉屋小勝煙火店」さんにもお話をお聞

きしました。これからも、府中を彩るさまざまな

人々やグループの紹介をしていきたいと思いま

す。読者の皆さんからも、市内の隠れた情報を編

集部にお寄せください。       （奥野） 

  


